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1，ま えがき

　大 学知 的財 産本 部や 技 術移転機関 （TLO ） は，大学の 知

的資源で あ る発 明 の 権利 化 を推 進 して い る．また ， 大 学 の

知 的 資 源 で ある 教 育 シ ス テ ム が教 育 サービ ス の 視 点 か ら貿

易摩擦の 対象 に な っ て い る，こ の 状況 は，大学 の シ ラバ ス

の 電 子 化 や 講 義 内 容 の コ ン テ ン ツ 化 が すす め られ ，e−

Leaming （遠 隔授業｝ に 活 用 しよ うとする機 運 に なっ てい

る．す な わ ち，教育 目的の 利 用 とい う著作権 の 制 限 との 関

係 が 教育 自体 を知 的財産 と と らえ る こ とに なる。この よ う

な 大 学 の 知 的資源 の 権 利 化の 中 で ， 知 の 共 有や知の 協創が

注目され て い る こ とに な る，

　 こ こ で ， 知 の 共 有 と知 の 協創 は 技 術的な側 面 に お い て は

整 合 性 が あ ろ う、しか し，知の 共 有は利用 者 の 視点 に あ り，

知 の 協創 は創作者 の 観点 に あ る こ と か らい え ば，法制度的

に は ，そ れ らは 著作権の 制限 と著作権の 保護 との 二 項関係

に ならざる をえない ，

　本稿は，学習 コ ン テ ン ツ の 利活用 に伴 う共有化 ・協創化

とい う技術的お よび 法制度的な境界領域に おける 課題に対

して ，学習 コ ン テ ン ツ の 利活用を促進す る著作権 処理 を効

率 的 に 行 う た め の LOM （Learning　Object　Metadata） の 著作

権 管理 情報 の 構 造 につ い て 考 察 す る
且）．

2．学習 コ ン テ ン ツ の 共有 ・協創シ ス テム を円滑に

　するため の LOM の 著作権管理情報の対象項 目

　 「e−Japan戦略 II」 は ，コ ン テ ン ツ 立 国 を標 榜 し，学 習 コ

ン テ ン ツ 等 の 充実 をか か げ て い る ．そ こ で は，実 効 性 の あ

る デ ィ ジ タル コ ン テ ン ツ の 創造 ・保護 ・活 用 シ ス テ ム と著

作権処理 シ ス テ ム とが 協調的に機能す る こ とが 求 め られ る．

そ こ で は，他機関との 連係 を考慮し，国 際的 に も汎 用性の

あ るメ タ データ の 設 定 が 行 わ れ る必 要 が あ る．独 立行政法

人 メ デ ィア 教育開 発 セ ン ター （NIME） の 高等教育 用 の

LOM お よ び 文 部科学省教 育政策 ナ シ ョ ナ ル セ ン ター

（NICER ） の 初等 ・中等教育の LOM に おい て も，　 IEEE の

LOM を参 照 し，わ が 国 の 祉会 シ ス テ ム との 整合 をは か っ

て い る，こ の と き 留意 し な け れ ばな らな い こ とが，著作権

法界 に あ る法 理 の 差異 と，LOM の 著作 権管理 情報 に 関 わ

る著作者，制作者 （出版者 な ど），寄与者 との 間の 権利 に

関す る法制 度的 な違い で あ る．

　学習 コ ン テ ン ツ の 利 活 用 に お い て ，
LOM の 著作権管理

情報 に対 して 国 際 的に整合性 を は か る こ と は 当然の こ とで

†独立行政法人 メディ ア教育開発セ ン タ
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あ る，こ こで ， メ タデータ の 検討 が 行われ る とき，まず

IEEE な ど各 メ タデータ の 比 較検討 の 議論を行 う必要が あ

ろ う．しか し，こ こ で 着 目する の は，そ れ らの 優劣に 重き

を置 くも の では な く ， 著作 権管理 情報 に 限定 して 比 較法的

な検 討 を加 え る こ と にあ る，こ の 観点は ，電子 的著作権管

理 シ ス テ ム （Elcctronic　Copyright　Management　System，

ECMS ）に つ い て も同様 で ある、

　 LOM の 著作権管 理 情報の 対象項 目の 例 と し て は ，学習

コ ン テ ン ツ を利用 す る と きの 学習 コ ン テ ン ツ の 創作，制作

お よび そ れ に寄与す る形態 に関す る著作権管理，すなわ ち

利用 許諾や著作権 の 制限に 関わ る項目が あげられる，た と

え ば， Dublil　Corc　Metadata 　Element 　Set （DCMES ） の 知 的

財産権 関連 の 創作者 （Creator），寄 与者 （ContributOr） ，

発 行者 （Publisher），権利管理 （Rights）が 検討 項 目の 例

示 に な る，こ の LOM の 著作権管理情報 は，学習コ ン テ ン

ツ の 利用 者 に よっ て 参 照 され る も の で あ り，著作権管理 シ

ス テ ム にお い て 学習 コ ン テ ン ツ の 権利者 と利用 者 とをつ な

ぐ関係 にな る．した が っ て ， こ の LOM の 著作 権管理 情報

は，著作権 の 法理 の 差異に よ っ て
， Creator，

　 Connibutor，

Publisherが管理 可 能 な権 利 の 範囲 に 違い が あ る．そ の 違い

に 対 し て 整 合 性 をは か る うえ で ，学 習 コ ン テ ン ツ の 構 造 と

利 活用 シ ス テ ム の モ デ ル 化 が 必 要 で ある ．

　学習 コ ン テ ン ツ が 完全 に デ ィ ジ タル 化 され た ときの 環 境

は，学習 コ ンテ ン ツ が オ ン デマ ン ド コ ン テ ン ツの 形態と機

能 を持 ち，学習 コ ン テ ン ツの 蓄積 ・利用 （再利用）が情報

ポータル レ ポ ジ トリ機 能 を もつ 機 関 と電 子 図書館 と の リ ン

ク に よ りな され る，こ の 学習 コ ン テ ン ツ の 表 象パ ター
ン は，

動 的 に維 持 管理 され た 学習 コ ン テ ン ツ の 全体的 な著作権管

理 情報 と，そ の 全体的な関 係 と瞬間的に 改変 され る学習 コ

ン テ ン ツ の 部分 を対 象 にす る著作権管理 情報 とい う履歴 を

伴う二 重の 関係を要請す る．こ こ に，著作権 処理 シ ス テ ム

は，学習コ ン テ ン ツ の 利活用 が現実世界 と情報世界 との イ

ン タフ ェ
ー

ス におい て ，学習 コ ン テ ン ツの 伝達 ・複製の 態

様の 変化 に 適合 し た 著作権 の 保 護 と著作 権 の 制 限 とい う二

っ の 異 な る 利 活 用 の 関係 を考 慮 した 情報 シ ス テ ム の 構築が

前提 に な る．

3，学習 コ ンテ ン ツ の共有 ・協創システ 厶の環境

　学習 コ ン テ ン ツ の 共 有 と学習 コ ン テ ン ツ の 協創は，情報

シ ス テ ム と し て は ともに学習 コ ン テ ン ツ の 循 環 を指向 して

い る．他方，法シ ス テ ム と して は ， 大別 す れ ば， 学習 コ ン

テ ン ツ の 共 有 は著作 権 の 制 限 の 条項 に よる もの とい え，学

習 コ ン テ ン ツ の 協 創 は 著作 権 の 保 護 の 条項 に よ る こ と に な

る．学習 コ ン テ ン ツ の 共有 と協創 の 関係 は，技術的に は整

合性 が あ っ て も，法制度的に は相反性 を有 して い る．学習
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コ ン テ ン ツ の 共 有 と協創 を 円滑 にす るた め に は，技 術的 な

著作権処 理 シ ス テ ム と法 制 度的 な著作権 の 制限 とを協調 さ

せ るもの で なければならない ．

　 こ こ で ，情報技術 の 進展 は，薯作権等 の 実効性の 確保 と

い う面 で 大 き な 影響 を与 えっ っ あるが
， 従 来の 権利 行 使 の

方 法 を 補 うよ うな新技 術 を発 達 させ る こ とに な っ た．こ の

代表的な 技術が 技術的保護 手 段 と著作権管理 情報 で あ り，

それ らは 著作権等の 実効性 を確保 す るた め の 有効 な 技術 と

な っ て い る，こ こ で 着 目す るの が技術的な著作権処 理 シ ス

テ ム と法制度的な著作権の 制限との 協調 で ある，
3．t 学習 コ ン テ ン ツ の コ ピー管理技術とア クセ ス 答理 技

　 術およ び著作権の 制限

　 情報メ デ ィ ア に お ける 著作物の 流通に 関 して，ECMS に

関 す る 種 々 の 方 式 が開発 され て い る ．そ れ らは
， 直接 的 で

は な い に して も，印刷 出版 と し て の 出版物の 流通 シ ス テ ム

の 果た して き た機能が 対応す る．こ こ で ，著作権管理 情報

と技術的保護手 段は，それ ぞれ コ ピー管理 技 術 とア ク セ ス

管理技術 に対応す る．

　 イン タ
ー

ネ ッ トの 普及，画 像 ・音楽の デ ィ ジ タル 符号化

技術の 向上 は ， アナ ロ グ的な複製と比 較 して オ リジナ ル と

比 べ 劣化なく複製 を容易に し てい る．そ して ，コ ン テ ン ツ

の 主従関係 を明 らか に す る手 段 が 少 な い こ とか らくる問題

を 生 じ，コ ン テ ン ツ の 流 通 の 阻 害 要 因 に な っ て い る．そ の

阻害 要因 を取 り除 くた め に は，著作権保護技術 と して の コ

ピー管理 技術が必要 に な る との 認識 を もた らせ て い る．ま

た，ア ク セ ス 管理 技術 の 方式 と して ， DVD 方 式 が あ る ，
DVD 方式 は，　 DVD に 関す る規格を定め る任 意団 体 （DVD
フ ォ

ーラ ム ） に よ っ て 規格 され た CSS （content 　scrambling

system）を とる．た だ し，　 CSS は 実際 に は コ ピー管理 技術

と して も機 能 す る もの で あ る，こ こ で とら えた コ ピー管理

技術 とア クセ ス 管理 技術との 区分け は ，技術的に 必 要 な 区

別 とい う よ り，法 制 度的 な 関係 か ら必 要 とな る もの で ある．

わが 国 の 著作権法 で保 護 され る 著作権管理 技術は，コ ピ
ー

管理 技術 の み を対 象に して お り， ア クセ ス 管理 技術に は及

ば な い こ とに 連動す る。なお，ア メ リカで は，デ ィ ジ タル

ミ レ ニ ア ム 著作権法で とも に 救済 され る．

　 と こ ろ で ，国 際 的 な 出版者 団 体 は ，ア メ リカ 出版 協 会

（Asseciation　of 　American　Publishers，　 AAP ）に よ っ て 提 案

されて い る電子 商取引と著作権管理 シ ス テ ム に 必 要 とされ

るデ ィ ジ タル オブ ジ ェ ク ト識 別 子 〔Digital　Object　ldentifier，
DOI ）の 採用を提唱 してい る．こ の DOI シ ス テ ム は，識別

番 号 （DOI ），自動番号 簿，出 版 者 が 管理 す るデータベ ー

ス か らな っ て い る ．こ の シ ス テ ム は ， ディ ジ タル 化 された

論 文 や図 ・表 をイ ン ター
ネ ッ トの ブ ラ ウザに よ っ て，直 接，

利用者 に届 け る た め の もの で あ る．す な わ ち，DOI シ ス テ

ム は，情報ネ ッ トワークの 学習 コ ン テ ン ツ の 流通 を円 滑 に

する た めの 循環 シ ス テ ム に な る．こ の DOI は ，国際標準逐

次刊行物番号 （lnternational　Staiidard　Serial　Number ，　 ISSN）
お よ び 国 際標 準 図 書 番 号 （lnternational　 Standard　 Book

Number ，　 ISBN） と同列 の 認 定標 準 識 別 子 シ ス テ ム で あ り，
出版物の 流通 を擬 制 す る も の を対 象 に す る，ま た，コ ン テ

ン ツ ID は，まず 映 像 を対象 と して きた こ と か ら明 らか な

よ うに ，コ
ー

ドを部分的に 付与で き る こ とが 特 長 の 識 別 子

で ある，それら両者の 関係 は，学習コ ン テ ン ツ の コ
ー

ドの

付与 にお い て ， DOI と コ ン テ ン ツ D は，それぞれ学習 コ

ン テ ン ツ の 構 造に お け る 全体お よ び部分の 各 ス テ
ージ に 対

応 した LOM の 著作権管理情報 に対応づ け られ る．

　 こ こ で ，学習 コ ン テ ン ツ の 利活用 に 関す る著作権管理 技

術 の 適 用 で 留 意 しな けれ ば な らな い こ とは ，暗号化技術 が

セ キ ュ リテ ィ 上 に お い て 完全 で は ない こ と と，そ れ 以 上 に，
公 共図 書館等で 閲覧で き，館外持 出 しが 可能な著作物 （出

版物 ） の よ うな 学習コ ン テ ン ツ に 電子 透か し な どの 技術的

な付加 を施 して 流通 させ る必 要性が あ るか ど うか で ある．

こ こ で 想定で き る こ とは，学 習 コ ン テ ン ツ の 流通に 関す る

著作 権 管理 技術 の 適 用 に は，二 段 階で 考慮す る 必要が ある

とす る もの で あ る．第
一

段階は，公共図書館等 で使用可 能

な学習コ ン テ ン ツ にお ける DOI お よび コ ン テ ン ツ 【D は，
司書情報 と して の 意味づ けに 留 ま るも の に な る ．第二 段 階

は，公 共 図 書館等 で 使 用 可 能 な 学習 コ ン テ ン ツ に付 加 価 値

が 与え られた学習 コ ン テ ン ツ の 利用 に，改め て 著作 権 処 理

が 必要となる もの に対 して は，DOI お よび コ ン テ ン ツ ID

が 著作権管理 情報の メ タデ
ー

タ に なる，こ の 段 階 にお い て ，
技術的な保護やセ キ ュ リテ ィ ，そ して課 金 シ ス テ ム を機能

させ る こ とに 実効性があろ う．

3．2　学 習 コ ン テ ン ツ の 著 作権 処 理 シ ス テ 厶 と 著作権の 制

　 限 との 相 互 関係

　Transcopyright シ ス テ ム
2）が 情報 ネ ッ トワ

ー
ク を介 した デ

ィ ジ タ ル 著作物の 流通 にお け る著 作 権 処 理 の 基 本 モ デル に

な る．こ の シ ス テ ム は， 「Transpublishing」 の
一

環 と して ，
Transcopyrightシ ス テ ム の 実用化 に 向けた研究が進 め られ

て い るが，わ が 国の 著作権処理とは整合性 に 欠け る，そ し

て，超 流 通 は，著作物の 流通お よ び そ の 使 用料 の 決済シ ス

テ ム で あ り，ソ フ トウ ェ ア やデ ィ ジタ ル 化 され た 著作物 の

「所 有j に 対 し て で は なく， 「利用」 に対 し て 課 金 を行 う

も の で あ る
S＞．超 流通 シ ス テ ム の 基本的な理念 は，著作 権

の 保護 と著作物 の利 用 を情報 メデ ィ ア 環境 で 処 理 す る 点 で，
Transcopyrightシ ス テ ム と同質で あ り，そ こ に同 様の 課題 が

あ る．とこ ろで ，コ ピ
ー

マ ート
4）は，著作 権 情報が埋 め込

ん で あ る 「知 識 ユ ニ ッ ト （knowledge　unit ） 」 が デ ィ ジ タル

情 報 の 複製 の 基 本的な構成単位 と し て い る，そ れ らは ，
コ

ピー
技術 の 変化 に あわ せ て 構想 され た もの で あ り，著作物

の 伝達 ・複製 に関す る技術の 変化 に 合 致 して お り，学習 コ

ン テ ン ツ に お い て も適合 しよ う．

　著作権管理 情報で 留意しな けれ ば なら ない こ とは，各国

の 著作権制度の 差異に 対す る調 和 と，情報 メデ ィ ア 環境 に

あ る学習 コ ン テ ン ツ に対 す る著作 権 の 支分権 の 多様性への

対応 が あ る．ま た ，学習 コ ン テ ン ツ の 著作権 の 保護 と学習

コ ン テ ン ツ の 信頼性 の 保持 と し て の 著作権管理 が必 要 に な

る．こ の 学 習 コ ン テ ン ツ の 著作権の 保護 と学習 コ ン テ ン ツ

の 信頼 性 の 保 持 と して の 著作権管理 が，印刷 出版物 の 流通

シ ス テ ム に 付 与 され て い る機能 とい え る．そ れ が 学習 コ ン

テ ン ツ の 利活 用 モ デル に 出版 流 通 を適用す る論拠 に なっ て

い る，そ して ，上 で 示 した 著作権処 理 シ ス テ ム で 欠落 して

い る要素が，法制度的な著作権 の 制 限 との 均 衡 に資す るた
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めの 公 共的な使用 シ ス テ ム で ある．

4，学習 コ ン テ ンツの 共有 ・協創シス テムの事例

　イ ン タ
ー

ネ ッ トが 普及 す る
一

方で，必 要な学習 コ ン テ ン

ツ は ま だ絶対 的な数が 不 足 して い る．学習 コ ン テ ン ツ の 充

実 は ， 国の 施 策 とも な っ て お り， 新た な 学 習 コ ン テ ン ツ の

創造 をは か っ て い くこ とは 急務 で あ る，

4．1 マ サ チ ュ
ー

セ ッ ツ エ 科大 学の オ
ープン コ

ー
ス ウェ ア

　 マ サチ ュ
ー

セ ッ ツ 工 科大学 （MIT ） は，2001 年，オープ

ン
’
コ ース ウェ ア （OpenCourseWare，　OCW ）プ ロ ジ ェ ク トに

よ っ て，イ ン ターネ ッ トで 講義内容 の資料の 公 開を無料で

行 っ て い る．た だ し，MT 　OCW は，　 MIT の 単位が認 定さ

れ る もの で は な い ，な お ， こ の プ ロ ジ ェ ク トを推 進 す る う

え に あた っ て，著作権処理 が 困難な課題 と して 挙 げ られ て

い る
s）．こ の MIT 　OCW プ ロ ジ ェ ク トは，　 Jo  s　Hopkins

School　ef 　Public　Health　OCW ，　 Utah　State　University　OCW だ

け で な く，東 ア ジ ア に お い て も広 が りを 見せ て い る、

　 こ こ に，MIT 　OCW の す べ て が，中 国の 且00 大学か らな

る コ ン ソ
ー

シ ア ム に よ っ て 中国語 に翻訳 す る こ とに なっ て

い る，わ が 国 で も，6 大学 （東京大学，京都大学，早稲 田

大 学 ， 慶應義塾大学 ， 大阪大学，東京工 業大学）  W プ

ロ ジ ェ ク トが 立ち上 げ られ て い る．

　な お，韓国の 14 大学 2機関は， 2001年 3月 に ， 大学間

の コ ン ソーシ ア ム の 形 で，開 か れ た サ イ バ ー大学校 （Open
Cyber　Univcrsity： OCU ） を運 営 して お り，400 講座 以 上 が

開講 され，す で に 単位認定 が な され て い る．

　上 記の MIT 　OCW な どの 学習 コ ン テ ン ツ の 公 表 の 形態は，
ウ ェ ブカ ス テ ィ ン グの 出版 （publish）とい えよ う．

4、2　放送大学教材の アーカイ ブス

　 放 送 大学が 保 有 ・管理 す る印刷教材，放送番組 （ラ ジオ ，

音声）の 二 次利用 （再利用） は，オン デマ ン ドコ ン テ ン ツ

と して の 学習 コ ン テ ン ツ の 素材 と し て 実効性 が あ り，そ の

多様な提供が 可 能で あ る ．こ こ で 想定 して い る形 態 は，放

送大学の 印刷教材 （テ キ ス ト） ・テ レ ビ番組 （映像） ・ラ

ジ オ 番組 （音声）の 二 次利用 （再利 用 ） と し て ，それ らを

融合 し，あわせ て 著作権処 理 に 配 慮 したネッ トワーク 系電

子 出版物の プ ロ トタイ プ に なろ う．

　 こ の 構想は ，文部科学省 現代的教育ニ
ーズ 取組 支援プ ロ

グラ ム 「ア
ーカイ ブ ズ 活用に よ る双方 向型遠隔教育」　（平

成 16−18 年度）　（申請機関 ：放送大学） を支援す るか た ち

で ，放送 大 学教材 の ア
ーカイ ブ ス の 副 次 的 な 表 示 形 態 と し

て 発展 的 に すす め られ て い る．なお，放 送 コ ン テ ン ツ の 二

次的 な利 用 に お け る著作 権 処 理 の 困 難さが 指摘され て い る

6），

　 こ こで，放送大学教材 の ア
ー

カイブス を上 記 の 形で 表示

す る こ と は ， 印刷教材 （テ キ ス ト） ・テ レ ビ 番組 （映

像） ・ラジオ番 組 （音声） を組 み合 わせ て 冗 長性をなく し

た
一

つ の 学習コ ン テ ン ツ とす る こ とに よ っ て 著作権処 理 を

縮 約 化す る も の にな る，

　上 記 の 二 つ の グル
ー

ピ ン グ は ，そ れ ぞれ 権利制限 （オ
ー

プ ン ソ
ー

ス ） と権利保護 に視点をもっ 著作権処 理 に な る．

今 日，大 学等の 高等教育機関に 対 す る 公 的資金 に よ る成果

は ，商業化 を含め た 還元 が 大 学等の 新た な社会 的 な 責務 と

して 求められて い る，その と き，公 的資金 に よ る成果 と し

て の 学習 コ ン テ ン ツ の 社会 へ の 還 元は，権利制 限 と権利保

護 とに 単純 に 二 分 して 著作 権 処 理 し うるも の で は な い ．す

なわ ち，上記 の 二 つ の 学習 コ ン テ ン ツ の 利活 用 に 関す る 著

作権処 理 に お い て ，ク リス プ な シ ス テ ム の 視 点 か らの ア プ

ロ
ーチ に 実効性 は 見い だ せ な い ．こ こ で ，図 豆の 権利制 限

と権利保護 との オートポイ エ
ーテ ィ ッ クな相 互 関係 に あ る

著作権処理 に対 して は，フ ァ ジ ィ な シ ス テ ム か らの ア プ ロ

ー
チに 実効性 が あろう，すなわ ち，こ の フ ァ ジ ィ なシ ス テ

ム とは権利制限と権利保護 との 間に メ ン バ ー
シ ッ プ 関数を

設 定 す る もの で あ り， そ の 設 定 は権利制限に お ける補償金

と権利保 護 にお け る報 酬 請求金 との 間 に 合理 的 な 関係 を 見

い だすもの に なる、こ の 意味 は，著作権管理 団体に お ける

個別 契約 と包括契約 に よ る著作権利用料の 二 つ の パ ター
ン

が相 互 侵 入 型 の シ ス テ ム と し て と ら ざる を えな い こ とに な

ろ う．

図 1 学習 コ ン テ ン ツ の 共有 ・協創 環境 にお け る

　 　 　社会的プ ラ ッ トフ t 一ム の 相関図

5． まとめと今後の課題

　学習 コ ン テ ン ツ の 共有 ・協創環境の 中で ，ISSN，　 ISBN ，

DO ［で与 え られ る LOM の 著作権管理 情報は，著作権制度

内で 公 表を前提 に す る もの で あ り，そ れ らは 司 書 情 報 と し

て の 意味を有す る。こ の と き，学習 コ ン テ ン ツ の 全体 と部

分の 利用 に あた っ て ，学習 コ ン テ ン ツ の 粒度とそ れに適合

す る著作権処 理 が 必 要に な る が，DOI ，　 ISBN，　 ISSN とコ

ン テ ン ツ D は LOM の 著作権管理 情報 に対応す る．ただ し，

DOI ，　 ISBN ，　 ISSN と コ ン テ ン ツ ID は ，

一
つ の 例示 で あ り，

こ こ で 重要な観点は，ウェ ブ カ ス テ ィ ン グの 法制度的な関

係か らの 意味づ けで あ る．

　ISBN と 【SSN の 性 質 は，前 者 が 学 習 コ ン テ ン ツ 固 有の メ

タデータで あ り，後 者 は 学習 コ ン テ ン ツ の 発 行者 （著作権
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者）の メ タデータ に な る．ま た，DOI は ，自動公 衆送信 を

行 う者 （法人） と多様 な メ デ ィ ア で 表象 され信頼性を保証

され る学習 コ ン テ ン ツ の 著作権管理 情報 を与 え る．そ して，
コ ン テ ン ツ ID は，学習 コ ン テ ン ツ の 時間的 ・空間的 に変

化する学習 コ ン テ ン ツ の 部分に対応す る著作権管理 情報を

与える もの に な る，し たが っ て，学習 コ ン テ ン ツ の 共 有 ・

協創 シ ス テ ム に おける LOM の 著作権管理 情報は ，
　 DOI ，

ISBN，　 ISSN が 構造化 され た もの が 想定 され る．

　 こ れ は ，学習 コ ン テ ン ツ の 共 有 ・協創 の 促 進 が 公 共 的 な

使用 シ ス テ ム （権利制 限型 シ ス テ ム ） の 構 築 が あ っ て 可 能

に なるとの 帰結を与え る．こ の 公共的な使用 シ ス テ ム の 構

築 に 付加 される 構成 で ，学習コ ン テ ン ツ の 創作者 ・制 作者

（出版者な ど） ・寄与者 との 聞に権利保護 に関 して 経済的

な利用の 面で 合理的な関係が 構築され る こ とに なろ う．

　 こ こ で ，残 される課題 と して ，学習 コ ン テ ン ツ の 共有 ・

協 創 環 境に お け る 権利者 の 特 定 で あ る ．MIT   W は ，大

学 に 著作権 が帰属す る ，わ が 国の 6 大 学 （東京大学 ， 京 都

大 学，早 稲 田 大 学，慶應義塾 大学，大阪大学，東京工 業大

学）OCW も，大学と コ
ー

ス 開発 の 教員 に著作権 の 帰 属 を

明 記す る もの が あ る，こ こ で ，留意 しなければならない こ

とは，著作権の 帰属 が MIT   W で 合理 的で あっ て も ， わ

が 国の 6 大学   W で は必ずしも合理的で ある とは限 らな

い こ とで あ る．それ は，放送大学教材 の ア
ー

カ イ ブ ス の 検

討 に よ っ て 顕在化 して い る ，それ は，コ
ース を構成す る各

コ ン テ ン ツ の 権 利 の 帰 属 の 関係 が 明確 に な っ て い な い こ と

で あ る．そ して，それ 以 上 に 問題 で あ るの が 大学法 人 と コ

ース 開発 の 教員 に 著作権 が帰属 す る とい う関係 が，合 理 的

に説明 しえ ない こ とで ある．わが 国の 著作権管理 情報 の 創

作者，寄与者，発行者，権利管理 に国際的な整合性 が与 え

られ る た め に は，学習 コ ン テ ン ツ の 共有 ・協創環 境 にお け

る権利関係 が 立法論を含めて 明確 に され る必 要 が あ る．

　　for　Open　Sharing，　NIME 【nt   缸tional　Symposi  2004

　　 （e。Learnilg  Higher 　Education ：Conditions　for　Success）．

　　 pp．125−131（2004）．

7）　 放送大学学園 ： デ ジ タル 情 報 に 係 る著作 権処 理 に 関

　　す る基礎的調 査研 究　報告 書，p．65 （20〔M ＞．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以 上
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る調査研究」 研究代表者 ： 児玉 晴男 （平成 15− 16 年度）
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